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小田急線

井の頭線
至 新代田

下北沢駅

至 世田谷代田 茶沢通り

至  三軒茶屋

至  池ノ上

至  東北沢

北沢タウンホール

本多劇場

マクドナルド

南口

西口

交番

三菱東京
UFJ銀行

開催場所
北沢タウンホール

東京都世田谷区北沢2-8-18

開催日時
2015年9月13日（日）

※駐車場のご用意はございません。
公共の交通機関をご利用ください。

定員：294名

入場無料

http://kitazawatownhall.jp/

児童養護施設の子どもたちが、

地域の大人や地元商店街の方々と

継続的な交流を通じて、

信頼関係を構築していく経過を発表致します。

また、商店街や地域社会が

「子どもたちの帰れる場所」
となって行くことの重要性について

ご講演頂きます。

パネルディスカッションでは、

ご講演内容を元に、

「施設」「行政」「商店街」のお立場の方々と

地域社会で子どもたちを育む「仕組み作り」について

意見交換していただきます。

商店街と子どもたちの信頼の証である商店街キャラク

ターもお披露目し、当会議所からも社会に対して

提言させていただきます 。

多くの皆様のご来場、

心よりお待ちしています。

～社会全体で子どもを育むために～



夢をかなえる力～社会全体で子どもを育むために～第 3 回

12:30 開場

15:00 閉会

13:00 開会・主催者挨拶（趣旨説明）
13:05 来賓紹介
13:10 活動報告
13:20 講演（福田氏）
13:50 パネルディスカッション
14:40 JC提言
14:45 アンケート記入・キャラクターお披露目

　児童養護施設では、高校卒業時の退所にあたり経済的な困難、住宅や保証人の確保の難しさ、家族など頼る大人がいない等、様々な困
難を抱えて社会に巣立っていく。退所者の大学等への進学率は15.1％と一般（65.4％）と比較して低く、3年後の離職率も約70%と一般（大学
等卒28.8%、高校卒35.7%）と比較して高くなっています。その原因として、虐待等の経験から家族や大人を信頼できない、困難に直面した際
に相談相手がいない、施設外の大人と触れ合う機会が少なく将来の選択肢が少ない等の理由から、将来に夢を持ちづらい環境にあること
等が挙げられます。
　一昨年より我々東京青年会議所世田谷区委員会では、児童養護施設の子どもたちが将来に夢を持って巣立てるよう、地域社会を形成す
る大人が信頼関係を構築するために継続的に関与し、具体的な夢を持ち得るために子どもたちの視野を広げるような活動をしてきました。
　地域の皆様には、児童養護施設の現状と、我々の取り組みをご紹介いたしたく、講演会を開催いたします。お誘いあわせの上、ご来場いた
だきますよう宜しくお願い致します。

講演・パネリスト：福田 雅章氏

13:00～15:00

北沢タウンホール
東京都世田谷区北沢2-8-18

開催日時：

開催場所：

9月13日 (日 )

お名前：

夢をかなえる力　参加申込書 FAX：03-3407-5043 jc.setagayaku@gmail.com
まで同様の内容をメールいただいても

申し込み可能です。

ご住所：

（ふりがな）

勤務先または所属団体名：

同伴人数：

児童養護施設  園長 
1961年 3月生まれ
3歳のとき実母が交通事故で死亡。
5歳のとき（1966年 5月）養徳園入所。
小学校3年まで施設で生活する。
喜連川小→栃木第二小→栃木東中→県立栃木高
→筑波大学第一学群社会学類
卒業後、10年間の中学校教諭を経て
1993年 4月 養徳園に奉職。
1995年 10月 施設長、今日に至る。
1996年 3月 筑波大学大学院教育研究科修了 (教育学修士）
2007年 4月 氏家養護園の民間移管に伴い法人の総合施設長
社会活動として、認定NPO法人青少年の自立を支える会（自立援助ホーム星の家）
理事長、NPO法人社会的養護の当事者参加推進団体 日向ぼっこ（監事）、保護司 他

非常勤講師　宇都宮大学教育学部 他

パネリスト：保坂 展人氏
世田谷区長
1955年 11月 26日生まれ
都立新宿高校・定時制中退
中学在学時の政治活動の自由をめぐり「内申書裁判」の
原告として16年間裁判を続ける。
1980年代から教育ジャーナリストとして活躍。
1985 年に成城学園前に若者と子供問題をテーマに事務
所「青生舎」を移転。地域の教育問題・子供問題の横断
的なネットワークづくりに取り組む。1996年に学校、塾、
PTA、若者グループなど幅広く区民を結集した「こどもいのちのネットワーク」（代
表牟田悌三・事務局長保坂展人）を結成。地域での子供を支えるセーフティネットと
なり、「チャイルドライン」に発展した。

1996年に衆議院議員初当選。3期務める。
2011年 4月の世田谷区長選に当選。
2015年 4月の区長選に当選し2期目となる。

コーディネーター：阿久津 皇 氏
世田谷区議会議員
1973 年 東京都世田谷区生まれ
慶応義塾大学経済学部を卒業後、米国留学、会社勤務を
経て政界へ。
2009年より民主党参議院議員秘書。 
2010 年より日本創新党本部広報局担当。ウェブサイト
の構築、運営、および報道対応を担当。 
2015 年の世田谷区議会議員選挙で初当選し、現在は次
世代の党世田谷区議会第一支部長。 
他、祖師谷みなみ商店街青年部、世田谷区子ども育成者連絡協議会、公益社団法人世
田谷法人会青年部会、社会福祉法人 藍 藍工房後援会など。

本事業の協力団体である「チーム夢をかなえる力」の代表も務める。

パネリスト：桑島 俊彦 氏
世田谷区商店街連合会 会長
1941年 東京都生まれ
1967年 烏山駅前通り商店街振興組合 理事青年部長
1981年 東京都商店街連合会 理事青年部長（初代）
1984年 全国商店街振興組合連合会 青年部長（初代）
1993年 烏山駅前通り商店街振興組合 理事長
1996年 世田谷区商店街連合会 会長
2001年 東京都商店街連合会 会長
2003年 全国商店街振興組合連合会 理事長
2012年 旭日中綬章 受章

全国の商店街に普及しているスタンプ方式のモデルとなった「烏山方式」の生みの親。
21世紀の商店街の振興に向けたさまざまな活動に従事している。


